
  

 

 

 

 

 

 

 

残暑お見舞い申し上げます。 

“西部公民館だより”は、平成１５年７月１

５日に第１号を発行致しましたが、皆様のご

支援で本号が第１００号となりました。  

第１号（左）で紹介の記事も 現在では公

民館の名称が 伊賀市上野西部地区市民セン

ター兼公民館となり、自治会数も新町・鍛冶

町・片原町の３町の参加で１８町となってい

ます。 

上野西部地区の出来事、おしらせ・依頼事項、

自治協議会の活動報告、公民館サークルの作

品発表の場 等を掲載します。  

今後も 上野西部地区の広報紙として 上野

西部地区住民自治協議会の“せいぶ”と共に

活動します、ご指導ご支援をよろしくお願い

します。 

 

台風のシーズン到来   

上野西部市民センター（公民館）の役割 

災害が発生し、又は発生する恐れのある場合においては、地区市民センターは市と地区

住民との直接の連絡や、情報収集の役割を担う組織として機能します。  

防災配備体制においては、地区市民センターは市の地域支援班のもとに活動することに

なっています。地区住民の窓口として、緊急の通報や連絡などが種々雑多に入る情報を整

理し、適切に所管する部や班に伝達します。  

７月１９日の第６号台風により大雨警報・暴風警報が発令された時は、警戒体制（配備

２）が指示され、市職員とセンター職員が一晩中不眠で 公民館で待機しました。又 当

日は上野中部北分団の消防団団員の皆さんが警戒待機していただきました。幸いにも今回

は被害が有りませんでしたが、被害等が有る場合は自治会長や地区センターへ連絡（報告）

お願いします。 
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上野西部地区の人口 世帯数 1,555 人口 3,554 人(内男 1,692・女 1,862) 23.7.31 現在 



上野西部地区住民自治協議会 

自治会特別部会開催 
８月１０日（水）１９時３０分より上野

西部市民センター２ F ホールに於いて開

催されました。次の項目などが話し合われ

ました。  

○にぎわいフェスタへの協力  ○コミュニティ活動費について  

○街路灯設置費補助要綱    ○慰霊祭・消防団助成等  

○伊賀市住民自治協議会地区連絡会について ○安心生活創造事業について  

○その他連絡事項  

※ 上野西部地区慰霊祭は ９月１７日 １０時からの 予定です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３２回『よい食生活をすすめるための集い』  

料理教室 参加者募集！   にんじん西部  

食欲の秋  美食の秋 
と き※  平成２３年９月２８日（水）午前１０時～午後１時３０分  

ところ※  上野中町ふれあいプラザ ４階調理室  

対象者※  上野西部地区 老若男女の方 先着３０名  

持ち物※  エプロン・三角巾・手拭・ふきん２枚・筆記用具  

参加費※  材料代 ７００円  締切り※２３年９月１６日（金）  

申込み※  大谷 ２１ -０４０５  谷 ２１ -１７９８  
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８月７日 晴天に恵まれ熱い日差しの中 流しそうめん大

会を開催しました。部会員の皆さんが

前日から準備に取り組み  当日も８

時からテント張り等会場の設定を行

ない 総勢 110 余名が参加しました。

子供たちも参加して  竹を割り節を

取りトイを作りそうめんを流しまし

た。お腹いっぱい食べた後はスイカ割

りにはしやぐ声が響き  楽しい日を

過ごしました。  

伊賀上野ケーブルテレビの取材が有

り 8 日夜から 7 チャンネルで流しそうめんの様子が放

映されました。協力の保護者方有難うございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイカ うまく割れるかな  
そうめん すくって 食べてます  

スイカも おいしかった  手もきれいに洗いましたこれから食べます  
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